
キーワード：
Keywords:

ミャンマー・インレー湖の保全管理計画の概要と研究上の課題
Management plans and research needs for Lake Inle in eastern Myanmar
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ミャンマー東部のシャン高原西縁に位置するインレー湖とその流域（3,800km2）の保全管理は、湖と流域の持
つ経済、社会、文化的な重要性から、地域レベルだけでなく国レベルの関心を集めている。ミャンマー国で環
境保全管理の中核を担う環境保全・林業省（森林局）は、2015/16年から2019/20年にかけてのインレー湖保全
5ヶ年行動計画を策定中である。この計画では、重点地区、活動計画案、予算・投入案、モニタリング・評価計
画が示されることになる。本稿では公表された5ヶ年行動計画のドラフトを概観し、2004年以来筆者が現地で蓄
積してきた調査データを参照しつつ特に土砂と水資源に関する認識と対策に関して考察し、保全管理へ向けた
研究ニーズを議論する。
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